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２
０
０
２
年
に
評
議
員
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

た
だ
会
議
に
参
加
す
る
だ
け
に
終
っ
て
い
ま
し
た 

２
０
１
３
年
３
月
に
退
職
し
、
こ
れ
か
ら
は
か
な
の
家
と
か
か
わ
り

た
い
思
い
「
春
の
祝
い
」
に
始
め
て
参
加
し
、
４
月
の
誕
生
会
に
も
招

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
誕
生
日
で
一
番
多
く
の
お
祝
い
の

言
葉
に
大
き
な
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。 

こ
の
年
か
ら
、
評
議
員
会
の
前
に
「
ラ
ル
シ
ュ
」
や
「
か
な
の
家
」

の
勉
強
会
を
始
め
て
い
た
だ
い
き
、
か
な
の
家
を
よ
り
理
解
し
、
身
近

に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
勉
強
会
の
後
、
つ
ど
い
で
の
お
昼
は

「
か
な
の
す
ま
い
」
の
な
か
ま
と
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
す
。
な
か
ま
と

過
ご
す
楽
し
い
時
間
で
す
。
な
か
ま
の
「
人
を
迎
え
入
れ
る
」
姿
勢
に

私
自
身
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
な
か
ま
と
共
に
い
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今回はかなの家の女性の中で、一番長くかなの家に関わっている増井美佳さんです。 

かなの家のなかまに美佳さんの様子を聞いてみました。 

「かなの家インタビュー」～増井美佳さん～ 

Q:最近の美佳さんは、どうですか？ 

 

大沢さん：美佳さんは、いいところだよ。 

伊藤さん：美佳さんは、一緒に西ヶ谷の

運動場へ散歩に行きます。 

小野田さん：美佳さんはね。 

もう何十年も通ってるね。 

高校卒業してから。 

      これから、厳しい時代になる

からね。 

      外国の大統領が変わったか

らね。 

↑なつみさんと一緒に。 

運動場へ行くとき 2人はいつも一 

緒に行きます。もちろん帰りも一緒 

です。午後の活動では、自らいろい 

ろな人のところへ訪ねていき、皆と 

関わることを楽しんでいます。 

理
事
会
か
ら 

 
 

 

～
鈴
木
直
子
さ
ん
よ
り
～ 

私
と
「
か
な
の
家
」
と
の
出
会
い
は

１
９
８
０
年
頃
に
静
岡
・
清
水
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
青
年
会
が
、
か
な
の
家

の
廃
品
回
収
を
手
伝
う
活
動
を
始
め

て
い
ま
し
た
。
廃
品
回
収
の
活
動
が
な

く
な
っ
た
後
は
、
な
か
ま
が
千
代
田
教

会
の
ミ
サ
に
訪
れ
て
く
れ
、
か
な
の
家

は
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

↑鈴木直子さん（写真中央）理事会にて、なかまと昼食 



富士男さんの言葉 

 

今年のリトリートも無事に終わり、参加者のみなさま、ボランティアスタッフ、アシスタントのおかげで気づきや癒しの時間とな

りました。 

そのリトリートの講話のなかで、講師のクリスティンが「友」について話してくれました。その話しから思い返したことが、かなの家

に昔いたなかまの富士男さんでした。私はかなの家のコミュニティー育ちなので、富士男さんとは、子供のころから一緒に生活

していました。兄のような存在で、一緒に遊んでくれました。楽しかったですが、よく遊びすぎてケガをしたことも覚えています。 

２０年ぐらい前の私が学生だった頃、かなの家の復活のお祝い（イースター）があり、春休みだったので一緒に参加して

いたときの話しです。 

吾郎神父さんが、一人ひとりに「あなたにとっての復活はなんですか？」と質問しました。 

となりにいた富士男さんの順番がきて答えた言葉が「言（げん）と友達でいること」でした。それを聞いた私は「はっ？何を

いっているの！」と驚きと恥ずかしい気持ちで富士男さんにつっこみました。復活は奇跡だし、すごいことだと思います。それを、

ただ「友達でいること」と、しかも俺なんかでいいの？ この人は何もわかってないなと私は考えようとしていました。 

しかし、正直に言うと、とてもうれしかったです。その時は正直に言えませんでした。

今も言えないかもしれません。  

富士男さんからもらったその言葉が、20年たった今でも心に残っています。 

富士男さんは東京で生活していて、時々電話してくれます。話している最中に私

が怒り、それを富士男さんが喜ぶ、みたいな会話をします。社会福祉法人改革により

制度が変わるため、難しい仕事がたくさんありますが、富士男さんが教えてくれたことを

大切にしていきたいです。 

                                          （言・げん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アシスタントな ひとこま その十一 

 

  地域の太鼓の集まりにも参加し、秋祭りには

その雄姿を披露してくれました。誕生会の素敵な

ケーキをありがとう。寂しくなります。 

・・・と言ってばかりはいられません。 

 

 ただ今、かなの家はアシスタントを募集してい

ます。かなの家に関心をお持ちの方は、どうぞ 

扉をノックしてください。 

 叩けよさらば開かれん！ 

よいお年を 

 

（裕美・ひろみ） 

扉をノック 

 

 稲刈りの済んだ田んぼで二匹の猫がじゃれ

ています。大きさが二回りぐらい違いますが、 

二匹とも子猫です。どちらともなく「まどい」 

の玄関の近くでうろうろしたりします。たま

に戸をあけ放っておくと、内に入って逃げま

どい、慌てて出て行くこともあります。畑に

は大根と白菜が収穫を待っています。 

  

 かなの家は、国内のみならず諸外国からも

お客様やアシスタントを迎えていますが、2

年近く一緒に働いてくれたジョナスさんが、

来年スイスへ帰国されます。 



 

ラルシュ・リトリートには、私は 4年前に参加者として、また昨年からボランティアスタッフとして関わっていま

す。ボランティアスタッフといっても、今年は3回開かれた準備会のうち1回しか出席できませんでしたし、当日

もたいしたことはしていませんが・・・。 

 

ボランティアスタッフとしてリトリートに携わるようになり、1年かけて祈りのうちに丁寧に準備が進められて

いることを知りました。特に、かなの家の岡田さん、言さん、テゼの祈りの指導をしてくださる植松さん、白石さ

んが中心となり、リトリートの講師や通訳を担ってくださる方にお声がけいただいたり、また参加される方お一

人おひとりのことを想い、温かく細やかな配慮をしながらプログラムを練ってくださっていることに、深い感銘と

感謝を覚えています。 

神さまがお一人おひとりをこのリトリートに招き、ひとつ

の共同体として 4日間を共にする貴重な機会を与えてくだ

さっていること、そして、沈黙のうちに互いの存在を感じな

がら、各々が神さまと新たに出逢う勇気をいただいている

ように思います。今年のリトリートではクリスチーヌさんに

導いていただき自分の弱さに触れ、神さまがそこに豊かな

御恵みを注いでくださっていることに気付きました。感謝。                                                               

 ボランティアスタッフ  御牧 由子 

 

 

 

写真の和紙の灯ろうは、参加した仲間の人たちがリトリートの間に絵をかいて、作りました。 

見えにくいけど、床の上にはやはり皆で作った紙漉き和紙の千羽鶴。真ん中に置いて、世界中

でつらい思いをしている人たちへの祈りをささげました。リトリートからの帰り道、相模原の

「津久井やまゆり園」を訪れ、その千羽鶴を捧げてお祈りしました。 

ラルシュ・リトリート 2016 

クリスチーヌさんとともに 

テーマ：弱さという宝もの 

参加されたみなさん。 

筆者の御牧由子（みまきよしこ）さんは、 

最前列の右から 3番目、正座されている女性の方。 

光のまつりで使われた和紙の灯ろう 



＜ご支援のお願い＞ 

 

日頃よりラルシュ・かなの家への温かいお気持ちとお祈りをありがとうございます。 

 

現在かなの家では、すまいでなかまと共に生きる、独身アシスタント不足と言う大きな課題に直面して

います。12月末にジョナスがスイスに帰られ、また来年の 3月に一人のアシスタントが新しい道に進

まれる、ということが決まっています。 

今（12月 1日現在）すまいに関わるアシスタントは 6名います。3つの家（つどい・いぶき・こころ）

にそれぞれ 2 人、1 人、1 人と 4 人が必要です。公休や日曜日の代休の事を考えると、4 月の段階で

アシスタント 4名の状況であれば、休みを回す事が不可能な状況が生まれてきます。 

また入居を希望しているなかまも多く、これからの事を考えると今の人数では全くアシスタントが足り

ません。 

なかまと共に生活する事は決して易しい事ではありません。ぶつかったり、自分の思いを崩される事も

あります。しかし、自分の中にある傷ついた部分、弱さや問題を発見し、ありのままの自分を認められ

るようになり、成長する機会でもあります。人生を寄り道し、今までと違う価値観に出会いたい、と願

う方を心から求めています。「こういう方がいる」という情報でも良いので寄せていただけると本当に

有り難いです。 

 

グループホーム「いぶき」新築の件ですが、2018年 4月開所を目指し計画を進めています。 

来年の 1 月過ぎに、いぶきにいる 4 名のなかまは、現こころに 2 名行き、そして新しく借りる安倍口

団地に 2 名行くと言う形で 1 年半弱を過ごす事になります。環境がガラッと変わり、どのように皆が

過ごしていけるか未知数な部分がありますが、移行へ向けて一歩一歩ずつ進んでいければと思っていま

す。老朽化で緊急に引越すことになった経緯のため、資金は依然として不足しています。こちらの方も

ご支援頂けます様何卒宜しくお願いします。 

 

 

【会計報告】                        

2015年度寄付収入      

5,097,760円  

うち建設用 640,000円 

 

2016年度寄附収入      

1,899,010円  

うち建設用 665,000円 

（11月 29日現在） 

                             

 

 

※皆様からお寄せいただくご寄付等は、税法上寄付控除の対象となります。領収書をご希

望の方は、恐れ入りますがその旨を振込用紙にご記載下さると有難いです。 

横井（よこい） 



 

2016年 6月 8日からご寄付下さった方・献品して下さった方 

2016年 6月 8日～2016年 11月 29日現在。敬称を略させていただきました） 

 

（個人の方）中田久美子、津川怜子、井川伸子、水野寿美代、内倉春子、道下ケイ子、飛田益美 

柳澤満貴子、及川幸子、西本洋子、瀧浪詩月江、坂本梨枝、増田明雄、井川伸子、藤沢薫、松屋輝美 

長谷部和夫、戸田洋子、小川裕子、水野寿美子、古戸満智子、鈴木登喜子、後藤光利、桂正枝、岡橋慶治

宮本龍子、長野楽・きみゑ、武井志津子、安積遊歩、神澤光江、金野由之、桂正枝、佐野和子、石神衣子

尾崎正明、上田美智子、猪原英雄、武井陽一、平岩美佐子、芝原利一、原田光、高倉櫻子、小岩井正子 

勝本正之、伊藤海子、芳賀直哉、R・ディーターズ、鈴木直子、平野昭子、中島教子、齋藤斉、菅純恵 

大久保奈緒、斉藤啓介、久山宗彦、梁熙梅、田中三一子、佐藤裕一、渡瀬行子、榎本信雄、小島和子 

萱場千賀子、今林正子、田中克恵、岩崎のぶ子、神藤尋子、新井明子、中谷功、岡本道子、三輪直子 

小野田眞吾、森山薫、岡本みどり、坂本慎二、浅野一恵、森田照子、濱本義信・緑、小林みつ、田浦隆 

藤井隆典、西本洋一、岡橋慶治、辰馬仁、石原艶子、杉山玲子、内海眞、村本宏美、里野士郎、張江誠 

渡邉美佐緒、千蔵克江、池田清子、清水基、後藤頌子、松下俊子、増田とき枝、桑田喜美子、小林文雄、

澤野匡男、中谷功、江川康輝、大石扶美子、小林まどか、猪俣暁子、北村喜子、岩代文子 

杉崎恵美子、田野明子、Ｓｒ安達法子、植村英世、増井勝男、 

匿名１０ 

 

（団体）福岡カルメル会、京都カルメル会、カリタス女子短期大学有志、安倍口町内会、ケベック・カ

リタス修道女会、保土ヶ谷カトリック教会、静岡カリタス、カトリック学生の会、カトリック茅ヶ崎教会

バザー委員会、カトリック磐田教会、カトリック清水教会 

 

献品 中田久美子（菓子）シャ・パンカージ（食品）西手友一・東美野子（菓子）宮永久人（食品） 

水野成人・朴亜紀子（菓子）ドン・ボスコ社（雑誌）カトリック赤羽教会バザー委員会（菓子） 

下口浩子（菓子）政島啓志（菓子）デンマーク牧場（食品）松本雄一郎（菓子）森川信子（食品） 

中山孝子（菓子）長澤正隆（菓子）一麦出版社（雑誌）日本基督教団一番町教会（花） 

網倉守人（果物）海野武（果物）沼中様（果実）静岡英和学院大学（菓子）近藤久美子（果物） 

片柳弘史（カレンダー）神林真弓（果物）小川賢二（菓子）東地望（菓子）安倍口やまびこ会（菓子）

（文房具）桂正枝（菓子・食品）服部直子（食品）斉藤啓介（菓子）西川有（菓子）大石扶美子（菓

子）山田修（菓子）松本雄一郎（菓子）村本徹也（菓子）奥津隆雄（ジャム）中澤昭子（衣服） 

北田恵（衣類）斉藤啓介（食品）野村誠次（果実）東美野子（菓子）匿名 6件 

 

皆さま、本当にありがとうございました。漏れのある方、匿名希望の方がおられましたら、 

お手数ですがどうぞご連絡下さいませ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家族会は今年もお祭りのお手伝いが出来

て良かったと思っています。会としても、

若い世代が少なくなってお手伝いもあまり

できませんが、皆さん元気いっぱい楽しく

参加できました。 なかまの人たちの家族

の方達に合う機会も少ないので私もかなの

家祭りをとても楽しみにしています。 

 今年はお客様もとても沢山来ていただき

盛り上がり、皆とてもハリキッテ歌や踊り

楽器の演奏、又美味しい物をいっぱい食べ

てとても良い満足な一日でした。 

 来年も今年以上なお祭りにしていきたい

と今から思っています。 

家族会会長 柴田修治 

トロピカーナ！かな祭り  ブラジル・フィリッピンコミュニティ from 磐田 

カトリック磐田教会では、３年前の教会バザーに初めてかなの家の皆さんが出店してくださり、それを機に今度

はこちらから「かな祭り」へ出向き、また教会のバザーに来てくださるという交流が続いています。 

今年の「かな祭り」には教会のブラジル・フィリピンコミュニティの有志の人たちも参加しました。仲間の皆さ

んはもちろん、子どもから大人まで、いえいえ、いろいろな国の人たちが思い思いの表現で全力で楽しみぬいてい 

る。（こんなにも全力で自分の事を相手に差し出せますか？）楽しむことの天才たち！このような神様からの問いか 

けを、いつも感じさせてくれるかなのお祭り。今年も楽しい交流をありがとうございました。                  

カトリック磐田教会 里見恵理子 

上の写真 右端の女性が筆者の里見さん 



かなの家祭り！ 感動的でした！ 

 

保育園退職後、出あった多くの人々への感謝と、人と人・親子のつながりや絆を大切に、との想いか

ら今年５月に「ズンバ」と「うたのたまてばこ」というサークルを立ち上げました。 

ズンバ（＊1）はリフレッシュと健康増進に、「うたのたまてばこ」はふれあいを中心に赤ちゃんから

シニア世代まで年齢を問わず楽しんできました。 

（＊1 ズンバとはラテン音楽を取り入れた、誰でも楽しく踊れるダンスエクササイズ 。―編集注） 

そんな中、かなの家の方々からお祭りへのお誘いをいただきました。「かなの家祭り」の開催趣旨とそ

の歴史に深い感動を覚え、少しでもお役に立てればと、参加を決定！と同時にサークルのメンバーに

も意気込みを感じました。 

 

お祭り当日。「うたのたまてばこ」は勿論、「ズンバ」をどこまで受け入れてもらえるか・・との不安は、

曲の始まりと同時に一気に吹き飛びました。かなの仲間やご家族・参加者やスタッフが一人また一人と 

歌や踊りの輪の中に加わり、会場全体が一体となって盛り上がった事に鳥肌が立つほど感動しました。 

あらためて、うたや音楽は人と人をつなぐ架け橋となる事を実感しました。そして、お声をかけて下

さった佐藤啓さんに感謝の気持ちと、これからも「地域コミュニティの再構築」や「インクルージョ

ン社会（＊2）の構築」の小さなお手伝いができればと切に願っています。 

（＊2 誰もが自分らしく、参加しやすい社会。―編集注） 

 

 

 

  

うた・ふれあいのたまてばこ・ 

ズンバサークル 主宰 

かなの家祭りで歌い踊るかなの仲間の人たちは、「いきいきと弾けているね。」と参加された方々から毎年

の様に言われます。ステージの上の人と、それを楽しそうにみている人々。しかし、今年は違いました！ 

気が付くとほとんどの人がハジケて踊っていました。イキイキと。みんなが一緒になっていました。 

ダンスなんて絶対できない私まで、手も足も首やお腹までバタバタと振っていました。体の中で何かがダ

ンスしていました。祭りが終わり、家に帰ってもずっと。参加されたすべての皆様に感謝いたします。 

 ありがとうございました。                    仕事のアシスタント  林佐知子 

新家 菊江・Shinka Kikue 

皆をインストラクトする筆者の新家（しんか）さん 

たまてばこの皆さんと子供たち、かなの仲間たち。 



 

ラルシュインターナショナル撮影チーム来訪 

【AsIAm：Imagin the world differently】 
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マイケルさん(Michael Joseph McDonald)とアンバーさん(Amber Herkey)がラルシュイン

ターナショナルから AsIAm シリーズの映画撮影チームとして“かなの家”に派遣されたのは、ま

だ夏の暑さの続く８月終わりのことでした。エジプトのラルシュコミュニティーでの撮影を終え、

日本にあるラルシュコミュニティー“かなの家”に来られました。 

 

彼らの旅の目的は、世界各地にあるラルシュコミュニティー

で生活している“なかま”の姿を撮影し、短編の映画にまとめ、

“なかま”の賜物を全世界に伝えることです。その使命(ミッシ

ョン)を全うするため、それから約 4 週間“かなの家”の皆と共

に生活しながら、準備と撮影をされました。 

主役決定後に今回の映画のストーリーを決めるため、ブレイン

ストーミングが行われました。（右上）の写真は、その直後のもの

です。使命(ミッション)に生きるふたりの姿を捉えた写真です。 

 

ストーリーが決定し撮影も佳境に入り、ふたりの思いに応える

ように“かなの家のなかま”も一段と輝きだしたように見えました。

そして撮影の締めくくりに、今回のストーリーの核心部分である神

奈川県某所への訪問を終え、撮影の全行程が終了しました。 

 

ふたりは“かなの家”での撮影が終了するとすぐに、 

次の目的地であるインドのラルシュコミュニティーへ 

旅立ちました。すでに AsIAm シリーズのいくつかのエピソ

ードは YouTube にて公開されています。 

 

 

 

“かなの家”のエピソードは 

来年(２０１７年)の春ごろ公開予定です。お楽しみに！ 

 

湯浅（ゆあさ） 
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